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特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  当社は平成 23 年 3 月期において、下記のとおり特別損失を計上することにいたしましたので

お知らせするとともに、当該特別損失や最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 2 月 8 日に公表した

業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生およびその内容について 

当社の連結子会社である株式会社ストロベリーコーポレーションにおいて、昨年 10 月以来事

業体制の再編と経営合理化施策を実施してまいりましたが、中国工場の生産移管過程で当初の想

定を上回る不良在庫が発生しました。当該棚卸資産の期末評価減に加え、固定資産の減損とその

他生産移管に係わる追加費用等を含めて 259 百万円の特別損失が発生する見込みです。 

 

２．平成 23 年 3 月期通期連結業績予想の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ A ） 31,000 680 370 300 7.56 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 31,000 500 220 △70 △1.76 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 0 △180 △150 △370 - 

増 減 率            （％） 0.0 △26.5 △40.5 - - 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
29,555 △274 △569 △380 △9.58 

 
 

３．修正の理由 

主力の精密ばね事業とプラスチック事業においては、足元で東日本大震災の影響による国内の

売上減少が予想されるものの、通期の収益はほぼ計画どおりになる見込みです。一方、ヒンジ事

業を担当する株式会社ストロベリーコーポレーションにおいて、主として携帯電話向け製品の品

質問題発生に伴う対応コストの増加や、中国工場の生産移管に伴う製造および移管コストの増加

から営業損失が増加することに加え、上記に記載しましたとおり、事業構造改革費用の増加に伴

い特別損失が拡大したため、当期純損益については 70 百円の損失を計上する見込みです。 

以上



＊ 上記の業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、リスク

や不確実性を含んでおります。今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 


